
   

 
 

第１３回 杵築市地域医療フォーラム

【 抄 録 集 】

〇開 催 日 ２０２４年３月１６日

〇開催会場 杵築市福祉センター多目的ホール

杵築市立山香病院・杵築市

私 た ち は ど ん な ま ち に 住 み 続 け た い か
～健康 でつ な ぐ 住 み 良 い未 来の ま ち づ く り～

大会テーマ
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 開催のご挨拶  
 

          
杵築市立山香病院 開設者     杵築市立山香病院 病院事業管理者 

杵築市長 永松  悟       院長 小野 隆司 

 
 2023 年度の杵築市地域医療フォーラムは衣食住の“住む”ことをテーマで議論したいと考えてい

ます。我々は日々の暮らしの中で住む場所に何を求めているのでしょうか？先祖代々住み続けてい

る人もいれば、一大決心して身も知らない土地に移って可能性を試すこともあるはずです。私たち

はどんな町に住みたいのでしょうか？住めば都と言いますが、決まった答えはないのかも知れませ

ん。最近では多くの人が何を求めてか？東京など都会に集中しています。その理由はなんでしょう

か？我々の住む杵築市はどうなのでしょうか？住みやすい？住みにくい？簡単には回答しにくいか

も知れません。 

 今回、我々は杵築市の別荘地である梶ケ浜に住む皆さんに焦点を当てて考えてみることにしまし

た。杵築市の海岸線に大和ハウス工業のリゾート別荘として開発され、約 250 戸の区画があり、30

年以上前に多くの方々が希望を持って移住されたと聞いています。別府湾を見下ろす斜面にあり風

光明媚な地形は私も興味をそそられます。大分空港からも遠くなく、県外からの方が多かったと聞

いています。30 年の月日が流れ、高齢化が進むとともに健康問題などが顕在化し、住み続けること

に様々な問題が生じてきたようです。当院も通院支援を拡大する中で梶ケ浜の現状を知ることにな

りました。住民にとっても高齢化は想定範囲だったはずですが、我々はその問題を共有していませ

んでした。今からどのように関われば良いのか？どんな協力ができるのか？模索している最中です。

公的病院であることから行政にも協力を求め一緒に動き始めました。母体の大和ハウス工業も時代

の変化に即応した新たな動きとしてリブネスタウンを推進し、人口減の時代にこれまでの住宅地へ

の関わり方を見直している最中でした。住民、企業、行政、病院が一緒に、“住まう“ということの”

これまで“と”これから“を考える機会をいただきました。多くの人が若い頃には保健・医療・福祉

（介護）などはあまり気にならないかも知れません。しかし、年齢が進むに従いその必要度が増し

ていくのが現実です。過去から現在を検証して、持続可能な未来を考えることが大切です。今後ど

のように関わることが最善なのか？一方で人口減・少子高齢化が進む杵築市は本当に人口を増やし

たいのか？市内の出生数の減少はただ受け入れるしかないのか？昔から住んでいる人も住みやすく、

移住した人も住みやすい町になるにはどんな努力が必要なのか？“住む“要件は世代によって異な

るのかも知れません。若い世代であれば教育は必須条件かも知れません。どの世代でも健康面での

安心感は重要だと考えます。 

 今回のフォーラムでは、リブネスタウンプロジェクトを推進する原納常務に基調講演をいただき、

梶ケ浜の過去を検証いただき、これからのハウスメーカーのまちづくりのビジョンをお話しいただ

くつもりです。梶ケ浜の現状をダイワハウスの山中部長、住民代表として保健師の川口さんからお

話しいただき、杵築市の協働のまちづくり課の阿部課長、大分県の先進地として臼杵市地域創生課

の石井課長代理から行政の立場でお話いただく予定です。さらにシンポジウムでは島根県雲南市の

地域創生に記者として関わった田中謙太郎さんをお招きしその経験をお話しいただきます。人口減

の杵築市の未来を変革する実りある提案ができればと考えています。 

【文責：小野】 



第１３回 杵築市地域医療フォーラム   

 

 プログラム  
 9：00～9：10 

 
〇 開会挨拶 

     永松  悟  （杵築市立山香病院 開設者・杵築市長）     

     小野 隆司 （杵築市立山香病院事業管理者兼院長）  

 
9：10～10：20 

 
〇 基調講演 

座  長：永松 悟 （杵築市長）   

講演テーマ：「地域再耕、リブネスタウンの取り組みについて」 

講  師：原納 浩二（大和ハウス工業株式会社 常務執行役員） 

 
10：20～10：30 休 憩 

 
10：30～11：10 〇 取組報告 

座  長： 英 哲郎 （杵築市医療介護連携課 課長） 

  

 

 

 

 

 取組報告 1  

報告テーマ :「ロイヤルシティ別府湾杵築リゾートでの取り組み」 

報 告 者： 山中 則雄（大和ハウス工業株式会社 森林住宅管理運営部長）  

 

 取組報告 2  

報告テーマ :「杵築市に移住して住み続けるために感じたこと」 

報 告 者： 川口 洋子（別府湾杵築リゾート移住者・保健師） 

 

 取組報告 3   

報告テーマ :「臼杵市における未来のカタチ」 

報 告 者： 石井 義恭（臼杵市地域力創生課 課長代理） 

 

 

 

 

 

 

 取組報告 4   

報告テーマ :「杵築市移住・定住促進事業の取り組み」 

報 告 者： 阿部 正純（杵築市協働のまちづくり課 課長） 

  
11：15～12：30 

 
〇 パネルディスカッション 

テ ー マ：「健康でつなぐ住みよい未来のまちづくり」 

座    長： 小野 隆司 （杵築市立山香病院事業管理者兼院長） 

 

●  導入報告 

報告テーマ ：「移住とまちの文脈 －広島・島根から－」 

報 告 者  ： 田中 謙太郎（ライター（元中国新聞社記者）） 

 

講    師： 阿部 正純（杵築市協働のまちづくり課 課長） 

パネラー： 山中 則雄（大和ハウス工業株式会社 森林住宅管理運営部長） 

川口 洋子（別府湾杵築リゾート移住者・保健師） 

石井 義恭（臼杵市地域力創生課 課長代理） 

助 言 者： 原納 浩二（大和ハウス工業株式会社 常務執行役員） 

意見総括者： 永松  悟  （杵築市立山香病院 開設者・杵築市長）  
 

12：30～12：40 

 
〇 閉会挨拶  宇都宮 健士（杵築市立山香病院 事務長）  
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 基 調 講 演   

 

地域再耕、リブネスタウンの取り組みについて 

 
大和ハウス工業株式会社 常務執行役員 
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ただいま、準備中です。 

３月１３日に掲載します。 
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 取組報告 1  

 

報告テーマ :「ロイヤルシティ別府湾杵築リゾートでの取り組み」 

報告者： 山中
やまなか

 則雄
の り お

（大和ハウス工業株式会社 森林住宅管理運営部長）  

 

 

【１.森林住宅地について】 

 約 50年前の 1973年から弊社では「リゾートを生活の一部に組み込んだ総合生活産業」を目指し、

全国の景勝地に森林住宅地を開発しました。この事業から派生する①地域活性化②雇用創出③自然

環境との共生により、その地域の価値を高めることを目的としています。杵築市においても 1994年

に「ロイヤルシティ別府湾杵築リゾート」を開発し、未来へつなげる街づくりを行っております。 

 

【２.梶ヶ浜地区の現状と課題】 

 梶ヶ浜地区においては居住者の多くが県外移住者で構成されており、静かな環境や温暖な気候、

都市圏との交通利便性などに魅力を感じ移住されております。しかし、長年住み続けるなかで、杵

築市内において最も高齢化（高齢化率 75.3％）が進み、本当は生涯住み続けたいという思いを抱き

つつ転出せざるを得ない状況が顕在化して参りました。持続可能な梶ヶ浜地区にするためには、コ

ミュニティの再構築を柱として予防医療の課題・独居の課題・移動手段の課題等について住民の皆

様、関係各署と広く連携し未来志向の課題解決を図る必要があります。 

 

【３.梶ヶ浜地区での取り組みについて】 

 梶ヶ浜地区においては、コミュニティの拠点となる「杵築シェアサロン」・「暮らす森テラス」を

新たに開設致しました。この２施設は地域に向け開かれた施設であり、今では交流の場・交流機会

の創出に寄与しております。 

予防医療の課題については、杵築市立山香病院様・杵築市医療連携課様と共に「健康のまちづくり

プロジェクト」をスタートし、フレイル予防・健康維持のための取組みを継続して行っております。 

また、少子高齢化により地域行事の維持が困難になっている現状を鑑み、新たな地域交流イベント

である「梶ヶ浜文化祭＆マルシェ」の開催、環境整備とやりがい・生きがいに着目し、荒廃した竹林

を人が集う竹林公園に整備する「竹林ボランティア活動」なども組織して参りました。 

高齢化に伴うフレイル孤食対策としては、杵築市内の飲食店様と連携した「暮らす森食堂」を定期

開催しております。 

地球温暖化により自然災害の激甚化が危ぶまれる中では、自治会や全国の森林住宅地をつないだ防

災イベントなどを通じて課題解決に取り組んでおります。 

 

【４.今後の梶ヶ浜地区における連携について】 

 梶ヶ浜地区に関係する「住民」「自治会」「地域の皆様」「杵築市」「社会福祉協議会」「杵築市

立山香病院」と弊社が連携した様々な取り組みを深化させコミュニティの再構築を目指して参りま

す。 
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 取組報告 2  

 

報告テーマ :「杵築市に移住して住み続けるために感じたこと」 

報告者： 川口
かわぐち

 洋子
ひ ろ こ

（別府湾杵築リゾート移住者・保健師） 

 

 

 杵築市に移住して 10年余りが経ちました。 

子どもや孫たちが遊びに来れて自然が身近にあるところという条件で色々探していたところ、杵築

リゾートに見学に来る機会を得て、気に入り移住を決めました。 

 この地区はリタイア後の方や高齢の方が多いためか救急車の出動もよくあるように感じていまし

た。また、ご夫婦で移住してこられても連れ合いが亡くなられ単身となられたり、ご夫婦でともに

ご高齢になられて生活がしづらくなり転居される方も見受けられました。 

 この地でこれからもできるだけ長く生活していくためには健康（フレイル予防）が大切だと思っ

ていました。そんな折、杵築市立山香病院が「健康のまちづくりプロジェクト」を昨年 1 月から始

めてくださいました。医療が地域に出てきて、顔の見える関係づくりに努めてくださっています。 

 この地で「最期までよく生きる」ためには医療が生活の場の身近にあることが住民の安心感に繋

がると思います。今後とも医療が保健分野（健康づくりや介護予防や認知症予防）等と協働して住

民の健康を支えてくださるよう願っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【プロフィール】 

昭和 51年 淀川キリスト教病院入職 

昭和 54年 奈良県入庁。奈良県内保健所や本庁（医務課、健康増進課、保険福祉課、保健予防課等）  

      勤務を経て、平成 25年退職。その間、保健師として阪神・淡路大震災、中越地震、東日 

      本大震災の被災地への支援も経験。 

現在は、大分県在宅保健師等「虹の会」副会長として県内市町村の保健事業評価・支援に従事。 
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 取組報告 3    

 

報告テーマ :「臼杵市における未来のカタチ」 

報告者： 石井
い し い

 義
よし

恭
やす

（臼杵市役所地域力創生課 課長代理） 

 

 

本市は自然豊かなまちであり、魅力的な食文化を有している。400年以上続く発酵・醸造文

化が根付いていることや質素倹約の郷土料理、環境に配慮した有機農業の展開等から、令和3

年12月に国内で２番目となるユネスコ創造都市ネットワーク（食文化部門）への加盟が認めら

れた。 

また、本市の大きな強みとして、地域コミュニティの活動が活発であることが挙げられる。

本市では、自治会を中心とした住民が主体となり、平成21年から令和2年までの11年の歳月を

かけて18カ所の旧小学校区すべてに「地域振興協議会（地域運営組織：RMO）」の設立を完了

している。人口減少により自治会単位ではお祭り等の地域活動や行事を継続することが困難に

なっているが、市内303の自治会が18の地域振興協議会にまとまることによって身近な地域で

のつながりを深め、地域の一体感や日常生活での安心感を作りあげることをめざした地域活動

が展開されている。 

こうした住民主体の取組に加え、「臼杵市子ども・子育て総合支援センター ちあぽーと」

を中心とした子育て環境の充実や、医療・介護ICTネットワークである「うすき石仏ねっと」

による安心の医療体制も本市の大きな強みとなっている。こうした本市が持つ安心感や住みや

すさといった魅力をアピールしながら、移住・定住施策にも力を注いでいる。 

 その背景にあるのは、人口減少の進展である。昨年末、国立社会保障・人口問題研究所から

市町村ごとの将来人口推計が公表されたが、現在の人口約３万６千人が約25年後の2050年ごろ

には２万人を下回ると示された。本市において65歳以上の高齢者人口は既にピークを過ぎてい

るが、医療や介護等の支援を必要とすることが増える85歳以上の人口は2035年頃までさらに増

え続ける。一方で、生産年齢人口（15～64歳）は大幅に減り続け、2020年には約１万７千人だ

ったものが2050年には約8千人と半分以下になると見込まれる。 

 少子化に歯止めをかけていくことはもちろん、移住者を増やす、外国人との多文化共生をめ

ざす等、多角的な方策を探っていくことが欠かせない。もちろん、行政の努力だけでは人口減

少に伴う社会変化への対応は困難である。医療・介護・福祉等の支援関係機関や住民をはじめ

とした地域の関係者等が方向性を共有し、助け合いながら暮らすことのできる地域共生社会の

実現が求められる。本市を守り、支える関係者の参画と協働による、これからの健康づくりと

地域づくりが本市の発展的な持続可能性を高めていくと考えている。 

 

 

 
【プロフィール】 

現 職：臼杵市役所 地域力創生課 課長代理 

略 歴：保育士として障がい分野での相談援助等に携わる中で、世代や状態像を問わず、子どもから高

齢者まで切れ目ない対人援助の必要性を感じ、高齢分野のケアマネジメントや地域包括支援センターと

いった支援の現場に従事。 

 平成28年4月より厚生労働省老健局総務課、令和元年4月からは社会・援護局 地域福祉課／地域共生

社会推進室併任として、地域包括ケアシステムの構築、及び地域共生社会の実現に向けた取組の展開に

携わる。 

 令和3年4月より臼杵市に入庁し、生まれ育ったまちで多機関・多職種連携と地域連携の先にある分野

横断的なまちづくりをめざしている。 
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取組報告 4   

報告テーマ :「杵築市移住・定住促進事業の取り組み」 

報告者： 阿部
あ べ

 正純
まさずみ

（杵築市協働のまちづくり課 課長） 

 

 

 本市は国東半島の付け根に位置し、大分空港にも近く、ＪＲ日豊本線、３本の高規格道路が通るなど、

交通の要衝となっている。また、別府湾に面する海岸地域から山間部に至るまで多様な地形に富むこと

から、農林水産物を中心とした「杵築ブランド」の確立に向け取り組んでいるところである。 

 また、高齢になっても住み慣れた地域で、いつまでも健康で生きがいを持ち、安心して暮らせる「健幸

都市」を目指し、特に、「こどもまんなか」社会の実現はもちろん、妊産婦の健康支援や子育ての孤立を

防ぐ支援を通じた「ママもまんなか」社会の実現も併せて、市民全てが「健幸」に暮らせる杵築市を目標

とし、その取組みを進めているところである。 

一方、過疎化や少子高齢化が進展し、地域での担い手不足が深刻となっている。また、地域課題が複雑

化・多様化しているといった社会情勢も見られる。そのような中、住民が、その課題にいち早く気づき、

行政につなげ、地域と行政が一緒になって解決につなげる「第２の役場」づくりを進めるため、市内全域

で１３の住民自治協議会を設立し、その取組みを支援している。 

 しかし、人口減少が急激に進むことで、地域経済の循環や地域コミュニティの維持が難しくなり、地域

の魅力や生活利便性が低下し、さらなる人口減少を生むといった負のスパイラルに陥る可能性が否定で

きない。 

 この人口減少をいかに食い止めるか、あるいは減少幅を緩やかにするか、という施策が必要で、その対

策の一つが「移住・定住」促進事業の取組である。 

 本市の魅力、特に自然、特産品などの地域資源から子育て、教育、福祉、医療などの全ての人にやさし

い取組み、これらの取組みを総合的に実施することで「住みたい」、「住み続けたい」と思えるまちになっ

ていくと思われる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【プロフィール】 

現職：杵築市役所 協働のまちづくり課課長 

略歴：平成６年、旧山香町役場入庁。農業、税務、企画、情報、財政分野等を経て現職。 

   移住・定住促進のほか、コミュニティ協働、地域公共交通の総括 
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 パネルディスカッション 導入報告    

 

「移住とまちの文脈 －広島・島根から－」 

 

ライター（元中国新聞社記者） 

               田中
た な か

 謙太郎
けんたろう

 
 

 日本における地方移住は、人口減少や首都圏一極集中を是正するため、近年ますます公共

政策との結び付きが強いものになっています。特に 2014 年の地方消滅論の発表、その後の

国家主導による地方創生の政策展開は、各自治体を人口の奪い合い競争へと駆り立てました。

新型コロナウイルス禍によるテレワークの普及で、定住を条件としない暮らしも促されてい

ますが、基本的に人口の社会増が政策の主眼となる状況が続いています。 

 

 しかし実際の地域に目を向けてみると、移住にかかわる興味深い現象が起きているのは、

そもそも人口の社会増が難しい中小都市や農村部、島嶼部であることが少なくありません。

そうした地域は、単に近年のトレンドを受けて移住政策を強化したのではなく、それ以前か

ら官民でローカルな社会課題に対処する実践を積み重ねています。ローカルな試行錯誤の蓄

積が、ナショナル、あるいはグローバルな社会の変化と絡み合って新たな動きを引き起こし、

結果的に移住先としての魅力を高めているのです。もちろん、移住・定住政策を充実させる

こと自体は良いことです。しかしより長い時間軸で、より多様な空間変化のプロセスを観察

すると、従来別の目的で始まったことから意図せざる結果が積み上げられ、また異なる目的

に繋がっていくという連鎖的な現象が見えてきます。 

 

 今回ご報告させて頂く広島県尾道市と島根県雲南市の事例は、課題の現れ方や対処の仕方

は異なりますが、どちらも自分たちの暮らしをより良く（面白く）しようとする市民たちの

活動や、地域の価値を高めようとする行政や民間資本の動きが、観光立国や地方創生を巡る

社会の大きな力と結びつき、移住の連鎖を引き起こしています。それは特定のキーパーソン

の力量、あるいは代表的な計画や戦略の成果だけで説明できるものではないでしょう。 

 

 大切なのは、それぞれのまちが持っている「文脈＝context」です。人口減少や高齢化と

いう同じ課題に直面する地方の中でも、地理的な立地、産業の動態、住宅や商業インフラの

状況、住民コミュニティの有り様、そしてそれらの要素がどのような歴史を辿って変化して

きたかで、解決のアプローチは全く異なっています。 

 

 地域づくりを考える時には、モデルケースや万能な計画を追い求めてしまいがちです。し

かし現代のような不確実性に満ちた時代では、むしろ地域の姿は思い通りにならないことを

前提に置いた方が、上手くいかないときの軌道修正も図りやすいはずです。医療福祉分野で

も日常レベルでは、課題に対処する実践が、住民の方々や専門機関によって既に始まってい

ると思います。大切なのは、そうした実践がどのような人や組織の関係性で成り立っている

かです。関係性はまちの文脈を反映しています。文脈を見つめ直し、小さな実践やそれを支

える関係性を後押ししていくことで、結果的に持続可能な地域がつくりだされていくのでは

ないでしょうか。 
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 【プロフィール】 

現所属：神戸大学大学院人間発達環境学研究科修士課程 

略歴：1993 年長崎県佐世保市生まれ。2016 年中国新聞社入社、広島本社勤務を経て尾道支

局で地域コミュニティや移住、観光の取材に携わる。再び本社で医療福祉分野を担当し、2023

年退社。大学院での研究と並行しライター活動をしている。 
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